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はじめに
　2015 年度から 2017 年度にかけて、京都大学大学院
工学研究科井手研究室により、文化庁の委託事業「ミャ
ンマー連邦共和国の文化遺産のデジタル保存に関する
拠点交流事業」が実施された。本事業は京都大学が開
発した文化財イメージング技術（1）（2）を活用し、ミャン
マーの文化遺産の保存、活用のための共同研究と人材
育成を目的としている。
　本稿では、特にミャンマー国内の国立図書館および
大学図書館との研究交流に焦点を当て、その活動内容
を紹介する。本事業は 3 か年に渡って実施されたが、
内在する多くの問題点に気付き、我々にできることは
何かを考え続けたプロジェクトであった。

1.　プロジェクトの背景
　事業期間中特に痛感したのは、ミャンマーにおけ
る図書館と博物館の整備の遅れである（E1536 参照）。
その機能は単に遺物収集と展示に終始しており、適切
な保存機能と研究設備はほとんど備わっていない。文
化財に関する専門的な知識と技術を有する人材は極め
て限られており、その限られた人材さえも、2011 年
の民政移管後のミャンマー国内での文化財関連施設の
建設ラッシュに伴う、人的資源の分散が懸念される状
態にあった。社会基盤整備の途上にあるミャンマーに
とって、文化遺産の保護と継承、教育への貢献は博物
館に加えて図書館が果たすべき重要な役割である。
　日本や中国と同様、ミャンマーでは、いわゆる古文
書は博物館と図書館にも保存されている。ミャンマー
古来の情報伝達手段は、石碑、ヤシの葉などの植物に
書かれた文書であるパームリーフマニュスクリプト

（貝葉文書）、ミャンマー伝統紙、および金属に彫られ
た文字（金石文）や絵図である。古代資料の中でも、パー
ムリーフは紙媒体の資料よりさらに歴史が古いと言わ
れており、現在膨大な量のパームリーフの古文書が図
書館や寺院などで所蔵されている。信仰心が篤く勤勉
な国民性から、貴重な古文書の数々は古来より人々の
生活と信仰に密着し、大切に扱われ、長い歴史を経て
現在に至る。
　ミャンマー国内の図書館に所属する研究者たちは、
そのような自国の貴重な古文書の重要性と管理体制の
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脆弱さを認識しながらも、保護対策が何らとられてい
ないことに強い危機感を抱いていた。我々はパーム
リーフを含む貴重な文化財を保護することの重要性
を、文化庁やミャンマーの文化省や教育省、ヤンゴン
大学をはじめとする関係機関に訴え続け、最先端のデ
ジタル技術を用いた科学記録（3）（4）（5）の技術移転と人材
育成をミャンマー国内で広く実施したのである。

2.　プロジェクトの実施内容
2.1.　国立図書館（ネピドー）でのデジタル化支援事業
　首都ネピドーに置かれた国立図書館と京都大学は、
共同プロジェクトを通じ文化財デジタル化の技術移転
と人材育成を 2015 年 4 月から行ってきた。国立図書
館が、古文書のデジタル化に積極的な背景には以下の
理由がある。
　第一に、研究者が最も切望していることは、一般の
人々の情報へのアクセスを容易にし、その機会を増や
すことである。古文書に記されている情報には、先人
の残した歴史の記録だけではなく、医学をはじめ、宗教、
天文学、文学、工学等のあらゆる領域の知見が凝縮さ
れている。その特別なコレクションにアクセスしたい
という要望は根強いが、現状ではアクセスの機会を作
ることは容易ではなく、まだ存在が確認されていない
古文書が国内に散在している状況である。古文書の収
集保存とデジタル化は喫緊の課題である。もう一つの
大きな理由は、取り扱いに細心の注意が必要な、壊れ
やすい原資料の複製物を作成したいという点である。

図１　ミャンマー国内各地の寺院からのパームリーフが集め
られ、図書館内の古文書保護センターで整理されている様子

（国立図書館提供）。
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　プロジェクト 2 年目の 2016 年には国立図書館内に
「ミャンマー古文書保護センター」が設立された。こ
れは本事業がきっかけとなり国立図書館が主体となっ
て、ミャンマー文化大臣の強い支援を得て、京都大学
プロジェクトチームの技術指導の下で実現した（6）。現
在、国立図書館は古文書の収集、保存、デジタル化に
向け積極的に動き始めている。

2.2.　若手研究者の日本への招聘
　プロジェクト 3 年目の 2017 年 7 月には、国立図書
館の若手研究者 3 人を日本に招聘し、古文書保存のた
めの先進デジタル技術の習得と日本の図書館視察を目
的とした研修プログラム、「電子図書館と古文書保存
のための先進デジタル技術」（The advanced Digital 
Technology for Libraries （e-Library） and protection 
of very old documents）（7）を実施した。
　ネピドーには 2016 年に京都大学との共同研究拠点
を国立図書館に隣接する国立博物館内に開設してお
り、文化財の高解像度高速記録のための専用スキャナ
を設置している。同プログラムでは、その先進機器を
扱う技術と知識の習得、撮影したデジタル画像の評価
と色彩科学に関する知識と実践的手法の習得、自国に
おいて自らリーダーとなり、教育活動を行う専門的ノ
ウハウの取得を具体的達成目標とした。また京都大学
附属図書館、京都府立図書館、国立国会図書館（NDL）
をはじめ、その他の大学図書館や図書館関連企業など
を視察した。研究者たちはそれらの実情に触れ、来る
べき図書館電子化時代に向け、日本の近代的図書館の
最新知識・技術を自国に持ち帰った。

図２　日本での研修プログラムの様子

　さらに、上記研修プログラムを修了した研究者たちが、
2017 年 9 月自国において国立図書館職員を対象とした、
文化財のデジタル保存のためのワークショップ（8）を開講
した。同プログラムにおける人材育成活動は博物館と図
書館の双方を対象としたが、ミャンマー国内では図書館
の横のつながりが大変強く、教育の場としての役割が大
きかったため、結果的にパームリーフ保護保存事業に関
しては、図書館を中心に行うこととなった。
　人材不足が深刻なミャンマーの文化財の現場におい
て、このようなミャンマー人によるミャンマー人のた

めの人材育成が草の根的な広がりを見せはじめている
ことは、本プログラムにおける大きな成果の一つとし
て特筆すべきことである。

図３　ミャンマーでのワークショップの様子

　ミャンマーの図書館は、古文書など貴重文化財の収集
と保存から、デジタル化し公開と展示を行い、デジタル
アーカイブの整備とデータを活用した応用研究に至る有
機的なつながりの構築と、研究者への学習の場の提供を
目指している。そして、文化財の情報源にアクセスする
権利を全国民に保障し、教育活動に広く活用してもらう
ことを、国立図書館として強く望んでいる。ミャンマー
の研究者が文化財のデジタルアーカイブ化と人材育成に
取り組む姿に、筆者は強い感銘を受けた。

3.　文化財専用スキャナを用いた共同実験
　京都大学大学院工学研究科とヤンゴン大学中央図書
館の共同研究による研究成果を紹介しよう。ミャン
マー国内は電力の供給が不安定で停電も多く、場所に
よっては電力供給そのものが無い。仏塔や寺院の中に
は障壁画や天井画、石仏、石碑など、貴重な文化財が
屋外で暗闇の中に保存されている。
　2017 年 9 月、電源の無い場所を想定した、高精細
デジタル撮影と、三次元計測の共同実験を、同館所蔵
の石碑を対象に実施した。スキャナはレンズカメラの
重力を利用して落下させ、電力供給無しに、撮影距離
と撮影間隔を一定に保持したまま連続撮影する機構の
ものを使った。これはミャンマーだけでなく、世界中
の電力供給がない洞窟の中や足場の悪い屋外といった
過酷な撮影現場を想定して、当研究室が開発した文化
財専用スキャナである。今回の撮影対象は図書館所蔵
の石碑であり、図書館サイドからの強い要望もあり高
精細な 2D 平面画像の作成と 3D 立体の再現を行った。
その結果、石碑に刻まれた文字は陰影をもってくっき
りと浮かび上がった。ミャンマーでは、今後も本技術
の活用が研究者の間で大きく期待されている。

おわりに
　開発途上にあるミャンマーに対して、文化財保護の
ためにできる支援は多様な形があるだろうが、先端イ
メージング技術を応用する我々独自のアプローチが、
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文化財の適切な保存と未来への継承につながることを
強く望んでやまない。
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「熊本地震ライブラリ」の取り組みについて
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　「平成 28 年熊本地震」の発生以降、熊本県内では
複数の図書館で震災関連資料の収集が行われている

（E1886 参照）。熊本大学附属図書館では、「熊本地震
ライブラリ」として熊本地震に関する資料の収集・保
存・公開を進めている。本稿では、地震発生から約 1
年 8 か月が経過するまでの当館の取り組みについて報
告する。

1.　震災記録ワーキンググループの発足
　2016 年 4 月 14 日以降に発生した一連の熊本地震に
より、当館では施設や蔵書に被害を受けた（1）。発災当
初から館内の復旧を進めると共に、阪神 ･ 淡路大震災
や東日本大震災等における各図書館の震災資料の収集
と公開について調査を行った。2016 年 6 月 21 日に震
災記録ワーキンググループ（以下「震災記録 WG」と
いう。）を発足させた。震災記録WGは震災資料の収集・
保存・公開に関する方針を策定し、通常業務とするま
での一時的な体制として、2016 年度は図書館職員 6 人、
2017 年度は 8 人で活動を行っている。
　震災記録 WG による検討の結果、方針を「平成 28
年熊本地震に関連した各種資料を収集、保存し、公開
することで、資料をご提供いただいた方と、将来それ
を必要とする方々との橋渡しをすること」とした。前
震発生から 3 か月後の 2016 年 7 月 14 日に当館ウェブ
サイトで震災資料の提供を広く呼びかけた（2）。2016 年
10 月 14 日には「熊本地震ライブラリ」として収集し
た資料の館内展示を行うと共に熊本地震関連リンク集
として「熊本地震ライブラリ web 版」（以下「web 版」
という。）を公開した（3）。館内展示点数の推移は表 1、
web 版のリンク機関数の推移は表 2 のとおりである。

2.　震災資料の収集
　収集開始当初は、学内での周知活動や地元新聞に記
事（4）が掲載されることにより、いくつかの論文や発表
資料、近隣市町村の広報誌、個人の手記等の寄贈を受
けた。熊本県内では複数の公共図書館で震災資料の収
集を表明する動きが見られ、熊本県においても熊本地
震に関するデジタルアーカイブ事業に着手することが
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図４　ヤンゴン大学中央図書館の石碑の高精細デジタル撮影の様子


